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高速旅客船 の 乗 り心地評価に 関す る研究 （第 2 報）

一
心理的反応 の 計測 と解析一

正 員　有　馬　正 　和
＊

学 生員　田　村　裕　貴
＊

Evalu且tion　of　Ride　Comfort　of 　High−Speed　Passenger　Craft（2nd　report ）

　　　−Measurement 　a皿d　Analysis　ofPsychological 　Respor冊

by 　 Masakazu 　Ar血 a
，
　Member 　 Y ロ uki 　Tamura ，　StudentMember

Su皿 mary

The　purpose 　of 　this　study 　is軟） estal 】1ish　a　method 　for　evaluating 　ride 　oDm 丘）rt　of　high−speed 　passe 亘ger　crafts ．　The
au 止 ors 　have　oonducted 　experiment 　on 　board　a　high−speed 　catamaran 　ru 皿 血 g 　across 廿1e 　Bay 　of 　Osaka，　Japan．
Measurh 】g　items　were 　ship 　motion ，　and 　subjects

’
ele （比r   ardio 離 am 　a皿 d　faciaユexpression 　as 　human 　physiological

responses 　to　an 　os （汕 atory 　enVironment ．　Subjects
’
psychological　response 　was 滋so　investigated　by　means 　of　a

questionnaire 　at 　5曹mi ロ ute 　intervaユs　during　the　voyage ．　The 　previous　repOrt 　demonstrates　that　lateraユmotion 　is

necessary 　to　es 廿mate 　ride　qua 五ty　of　a　hi帥 一
speed 　passenger （raft ．　And 　the　proposed

‘ride　comf （）rしindex
’
RCI 　was

found 　to　be 　a 　usefUI 血 dex　for　the 　evaluation 　of 　ride 　oomfort ．　The 　present 　paper 　deals　with 　psychological 　respOnse

in　a 　ship 　enViren 皿 ent ．　Mental−state 　 afileCting 　iX） the　evaluation 　of 　ride　comfort 　indireCtly　were 　investigated　by　a

keyw 【｝rd −extraction 皿 ethod ．　 Statisticaユ analysis 　 methods 　 were 　 apPhed 　to　Clarify　the　 relationship 　between

subjeCtive 　psy （inological　 response 　 a皿d　ride 　cornfort 　of 　a 　eraf も．　To　oonclude ，　the　psy（血010gical 　measurements

pmpo8ed 　here　is　effeCtive 　tO　extract 　several 　faCtors　a僅  ting　the　evaluation 　ofride 　comfort ．

1．緒　　言

　近 年，欧州 を中心 に数 多 くの 高 速旅 客船 が 就航 して い る が，

特 に 高速 双 胴 船 で は，流体 力 特性 が 従来 の 排 水 量型 船 舶 と は

異 な るた め，予想もしな か っ た運 動 特性 が 現 れ て 波 浪 中 で の

針 路 が 不安定にな り易く，乗 り 心地 の 悪化や 船 上活 動 能 力 の

低下 が指摘 され て い る。現在，国 内で は 比 較的 小 型 の 水 中翼

付高速双 胴船が数多 く就 航 して い るが，そ の 乗 り心 地 の 評価

手 法 に つ い て は こ れ ま で 十 分 な検討 がな され て こな か っ た。

　 本研 究 で は，株 式 会社 淡 路開 発事業団 の ご理 解 とご協力

を 得 て，淡 路 島 洲本 港 （兵 庫 県洲 本市〉と 関西 国 際空港 （大

阪 府泉 佐 野 市 ） を結 ぶ 洲本 パ ール ラ イ ン 「パ ール ブ ライ ト

2 」にお い て 高速旅 客船 の 乗 り心 地評 価に 関す る実 船 実験 を

実施 し た。第 1 報 で は，高速 旅 客船 の 船 体運 動 を 解析 し，現

行 の 国際規格で 推 奨 され て い る上 下揺 れ 加 速 度に よ る 評 価

だ けで は 不 十分で あ る こ とを指摘 して ，左 右揺 れ加 速 度 を も

考慮 した 乗 り心 地 の 評 価 手法 に っ い て 提 案 を行 っ た
1｝。

t 　 大阪府立 大学大学院工 学研究科

原 稿受 理 　
、A・，成 18 年 2 月 28 日

　ま た，乗 船 中 に乗 り物 酔い を 発症 し た 被験 者の 表 情の 変 化

を調 べ ，表 情が乗 り心地 や乗 り物 酔い 発症 の 客 観 的生理 指 標

に 成 り得 る こ と を 示 した
2）。

　本 報 で は，乗 船 中 の 被験 者の 心 理 的反 応 を調 べ る た め に

実 施 した 2 種類 の ア ン ケート調査 の 解析結果 に っ い て 述べ

る。ひ とつ は ， 「気 分」 を把握 す る た めに 開発 され た 『ムー

ド
・チ ェ ッ ク

・リス ト』
3）で ，多 変量 解 析 に よ っ て 快適性 （快

適 一
不 快 ） に影 響 を及 ぼ す 心 理 的 な要 因 を 調 べ た。

　 また，実船実 験で は，被 験 者 の 生 理 的反 応 と して 心 電 図 と

顔 面表 情を 計測 して い る が，こ れ らの 生理 的 反応 は直接 乗 り

心 地や 乗 り物 酔 い の 発 症 と して 現れ る わ け で は な く，被験 者

の 内 的な 心理 的・生 理 的反応 が すべ て 含ま れ た もの とし て 顕

在化す る も の で あ る。そ こ で，船体 動 揺や 温熱 環 境・に お い ・

騒 音 ・振 動 ・視覚刺激 とい っ た外 的要 因 お よび 自己 暗 示 や そ

の ときの 体調 ・睡眠 不 足 ・ス ト レ ス な どの 内的 要 因 の 関 与 を

明 らか に す る た め に，キーワ ード抽 出法 に よ る ア ン ケ
ー

ト調

査を行 い，乗 り心 地や 乗 り物 酔 い の発 症 とは直 接 関係 が な い

と思 われ る よ うな項 目 も含め て 被験者に 内在 す る 心 理 的 要

因の 解 釈 を試 みた。こ こ で も多 変量 解 析 の 手 法 を 適 用 し て ，

本論文で 提案す る 心理 的 反応 の 計測 ・解 析 方 法 の 妥 当性 に つ

い て 検討 を 行 っ た。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Naval Architects and Ocean Engineers

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　and 　Ooean 　Engineers

178 目本船舶海洋 工 学会論文集 第 3号 2006 年 6月

2．実船 実 験 の概 要

　高速 旅 客船 「パ ー
ル ブ ラ イ ト 2 」 の 主 要 目 を Table　1 に 示

す。本 船 は，前 後 に水 中翼 を もつ 双胴 船で ，約 28   ot を超

える 速 度 域 で 浮 上 して 航 走 す る。

Tal》le　l　P血lcipa1　partic　Ulars　of 廿he『Pead　Bright　2，，．

Ship ’
3　 Name Pearl 　Bri 　 ht 　2

Gross 　 To 皿 age 73 　ton

LengthxBreadthxDepth
26 ．50 　 mx6 ．20m
　　 ×　2．35 　m

Max ．　 nu 【面ber 　 of

per30n3 　 allowed

on 　board

Passenger120

Crew 3

Service 　 Speed
32 ．4k ロ ot

〔60km ／h ｝

　本 研 究 で は ，平 成 16 年 6 月 29 日 （火 ） か ら平 成 17 年 2

月 24 日 （木） に か けて 8 往復 の 実船 実験 を行 っ た 。
い ず れ

の 日 も往路 と復 路 は，それ ぞ れ 関 西空港 09：50 発
・
洲本 港

10：38 着の 下 り 2 便 と洲 本 港 14；50 発 ・関西 空港 15 ：39 着 の

上 り 5 便 で あ っ た。計 測 項 目は，船 体運動 と被験 者 の 心電 図

お よび 表情 で あ る。計 測機 器 の 電源 の 確保 と
一

般 乗 客 に 迷 惑

を掛 けない た め に，実験は 毎回 左舷後方で 行っ た。

3．心 理 測定 の た めの ア ン ケート調査

　3．1　厶 一ド・チ ェ ッ ク ・リス ト

　被 験 者 の 乗 り 心地 を把 握す るた め に，ムード ・チ ェ ッ ク
・

リス トと言 わ れ る ア ン ケート調 査 （1）を実施 した。ム ー
ド・

チ ェ ソ ク ・リス トを Fig．　1 に 示 す。こ の 手 法 は ，相 対 す る形

容語 句 を 並べ ，「どち らと も言 えな い 」を 中心 に，「やや 」，

「か な り」，「非 常 に 1の 7 段 階 で 気分 を尋ね る も の で あ る。

　
一

対 の 形容語 句に 対 し て 心理 的評価 を与 え るの は SD 法

（Seniantic　Differential　Mediod，意味微 分 法）
4）と同 じ で あ る

が ，SD 法 で は線 分 の み が 書 かれ て い る こ とが 多く，数値 を

予 め記 述 して 等問隔尺度 で あ る こ とを明 記 し て い る点が ム

ー
ド
・
チ ェ ッ ク ・リス トの 特 徴 で あ る。

　3．2　キー
ワ
ード抽出法に よる心 理 状態の 把握

　乗 り心 地 とは 直接関係 が な い よ うに 思 わ れ る 事柄 が ，人 間

の 内的な 心理 的 ・生 理 的反 応 に影 響 を及 ぼす 可 能性 が あ る。

そ こ で，被験 者 が 「見 て い る，感 じ て い る，関心 を 寄せ て い

る，注意 して い る，思 っ て い る 」 もの や事柄に つ い て 135

個の キ
ー

ワ
ー

ドか ら選 択 した り，自由に記 述 して も ら うこ と

に よ っ て 被 験 者 に 内在 す る 心理 状 態 を調 べ た。キー
ワ
ー

ド抽

出法に よ る ア ン ケート調査 票 （H ）を Fig，2 に 示す。

Fig．　l　 Mood 　check 　list．

　また，乗 り物酔い の 発 症 程度を量 的に 把握す る た め に，「乗

り物 酔い レ ベ ル 」 を 「快適 ；lg か ら 「吐 い た ；81 の 8段 階

で 尋 ね て い る。

4．ア ン ケ
ー

ト調 査の 解析

　実船 実 験 の 被 験者 には，大阪 府 立大 学 の 教員お よび学 部

生 ・大 学院 生 の 協 力 を 得 る こ とが で きた 。16 回 の 航海 に 参

加 した 被験 者数 は延べ 138名 で ，航海 に よ っ て 4〜16名 で あ

っ た。ま た，キー
ワ
ード抽 出法 に よる ア ン ケ

ー
ト調 査 は ，2

日 目の 実験か ら導入 した もの で ，14航海分 の デ
ー

タ が 得 ら

れ て い る。

　 乗船 中 の 被験 者 の 表 情や 心 電 図が 連 続 し て 録 画・計 測 され

て い る こ とか ら，乗 り心地 や 乗 り物酔 い の 発 症 とい っ た 心理

的反 応 の 変化 をで き るだ け詳 細 に 把握 す る た め に，ア ン ケ
ー

ト調 査 は，出航 直 後か ら入 港 直 前 ま で の 約 40 分間，5 分 ご

とに実施 した。

　4．．1 快適 さの評価

　第 1報 で は，船 体運動 に 対 す る 被 験者 の 快適 性 を表 す指 標

と して ，ム ー
ド ・チ ェッ ク ・リス トの   「快適

一
不 快」 を選

択 し，　 「非 常に 快適」 を一3，　 「非常に 不 快 1 を＋3 と し て，

等 間隔 尺度 で 評 価 を行 っ た （以 下，厂快適 性 指標 」 とい う〉。

　5 分毎に 得 られ たア ン ケ
ー

ト調査 の 結果 を調 べ た と こ ろ，

乗船 中 に ム
ー

ド・チ ェ ッ ク ・リス ト （1） の 「快適 性 指標 」

や ア ン ケート調 査 （H ）の 「乗 り物酔 い レ ベ ル 1 が大 き く変

化 した被験者 は 見 られ な か っ た の で，本研究で は ，約 40 分

間 の 平均 値 を用 い て 評価 を 行 うこ と に した。
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○ 今あ な た 添 「見 て い る 3、V感 じ て い る 」、「蘭心 を寄 せ て い る 」、下溝 慧 し で い る L 「思

り て い る 」 も の や事 柄 を お 峰 ね し 裏 す 。 以 下 の キ ke
ワ

ke ド祥 の な か ら選 ん で O で 囲 ん で

表 廃 し て く 驚 さ い 。（該 貰 し な い 場 合 は ，そ の 榔 ζ 覊入 し て く だ さ い ） ｛犠 数 巒 管 彎 ）

（記 入 欝婀 ： t 分 闘 ／ s 会 篝 ）

暑 い 　寒 い 　濠 し い 　緩 か い 　静 か 　う る さ い 　鉄 い 　譲 い 　明 る い 　鱶 い 　ま ぶ し い

奥 い 　芳 蚕 　冷 た い 　熱 い 　濁 慶

苦 し い 　癢 れた 　嬉 し い 　疆 白 い 　〈 だ ら な も、 　珍 し い 　満 足 　期待 　不 蛍 　緊彊

鑵 申 力 　め ん ど くさい 　う っ と う し い 　籤捲ち悪 い 　だ る い 　し ん ど い 　う ら い 　好 き

嫌 い 　怖 い 　退 繍 　ス ト レ ス 　と く に 何 も感 に な い

噸 鑼 　膿痛 　賑 い 　め ま い 　あ くび 　汗 　し び れ 　喉 の 漏 き 　満 蔽 　空賎 　吐 衰籤

樹 こ 変 化 結な い

鷺 灯 　天 弁 　冷啜 　座 窟 　逓 路 　ト イ レ 　混雑 　窮 履 　弛 の 粲 客 　桑 組 員

特 蓬q 気 に な らな い

昼飯 　水 　お 茶　ジ ュ
ース 　 コ ー一ヒ ・一

快短 　業 サ心 塊 　袋 　礪 唖

寒族 　爾 親 　友 達 　彼 女 　彼 氏 　先 鷺 　テ レ ピ 　ドラ マ 　ニ ュ
ー

ス 　デ dW ト 　バ イ ト

塾 　鉱験 　単 佼 　就 職 　藝 休 み 　寇 題 　旅 行 　銕 婁

揚れ 　鬣 動 　蒲 達 震 　臠 撃 　波 　火 型船 　寓速 艇 　遮 い 　運 い 　蜜 全 　危 な い 　山 　島

海 峡 　港

睡繊 不 足 　風 邪 　病 気 　朝 食

頭 　 自　鼻 　m 　 の ど 　着 　晦 　膿 　饗 中 　腰 　芋 　足

天 気　繭 　日 ざ し　雲 　雷 　霊 　織

赤 　白　鬱 　録 　穣色 　緑 　蔵 色

そ の 嬉 く　　　　 ），〈　　　　 ），（　　　　 〉，（　　　　 ），（　　　　 〉

○ 巍 盗 の 気 分 は 竿 の どれ に 格 裘 レま す か ？ ロ 内 に 印 を お 入 れ 下 さ い （
一

ヶ 概 の み ）

　 ロ 快 遮

　 日 気分 は 良好

　 u 普 憑
　 口 ち よ っ と気欝 ち 悪い

　 口 不 快
　 膿 非常 に 気 鋳ち懇 い

　 ロ 駐 きそ う

　 ξ】吐 い た

あ り が と う ご ざ い ま し た。最 後 に あ な た 翕 身 の 憎穣 を い た だ き た い と 思 い 鑑 す 。

年齢 ：　　　 撤 劉 ；　 勇　女 　　　織 業 ：

　　書己λ8 時 ： 平威準7 無　　　角　　　白　　　　時　　　　分

Hg ，2　Aquestio 【田 a 加 ofakeywo 匸ds−extractio 皿 me 血od 　for　obtaining 　subje ［　ts
’

皿 ental 　sta胎 ．
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　 快適 性 指標 と乗 り物 酔 い レ ベ ル との 関連 を Fig．3 に示 す。

図 は，14 回 の 航海 ご とに 全 被 験者 の 平均 値 を 求 めて プ ロ ッ

ト した もの で ある。快適性 指標 の 「ど ち らと も言 えない ；0」

と乗 り物 酔い レ ベ ル の 「普通 ；3」 が
一
致 して お り，ま た 快

適 性 指標 と乗 り物 酔 い レ ベ ル との 相 関係 数 R が 非常 に 高 い

こ とか ら，快適性指標 と乗 り物酔い レ ベ ル を乗 り心地 の 評価

に 用 い る こ とが 妥 当で あ る と判 断 す るこ と が で きる。

　 8

　 　 　

蕊
6 ．一一一一．−

251 　
．．

　
．．．

　 　 　 　
．

1
．『一「．一一．

壽・ 1−一一 一一一一一一一一一一．一一
／

・

lll−一一一一．

9 〆 5∴
　 　 　

1
　　　　　，∫．’

　 1

　 　 　 ｛
一一一一一一一1

　表 よ り，こ れ らの 形容 語 対 と快適 性 指標 との 相 関は，比較

的 高 い こ とが わ か る。そ こ で ，12 の 形容 語 対 を説 明 変数，

快適性指標を 目的変数 と して 重回帰分析を試み た。ム ー
ド ・

チ ェ ッ ク ・リス トに よ っ て 得 られ た実 測 値 と重 回帰式 に よ っ

て 得 られ た予 測値 との 分布 を Fig．4 に 示す。図 よ り，実 測値

と予 測値が比 較的 良く
一

致 し て い る こ と が わ か る。

　 ま た ，標 準 回帰 係 数 の 高い 「満 足 な」状 態 や 「さわ や か な三

心理 的状 態 が 乗 り心 地 の 評価 に与 える 影 響 は大 き く，乗 り

心 地 の 改善に は ，満足 感 を 高 め る 工 夫 と さ わ や か な雰囲 気

を 創 り 出 す こ と が 有効 に な る と考え られ る。
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　 　 　 leveL

　4．2　ムード・
チ ェ ッ ク ・

リス ト

　 ム ード・チ ェ ッ ク ・リス トの 解析 で は 、左 側 に 書か れ た 形

容語 に マ イ ナ ス 値 を．与 え ，−3 〜 ＋3 に 等 間 隔尺 度 と して 定

量化 を行 っ た。快 適性 指標 との 相 関係 数 お よび後 述 の 重 回 帰

分析 の 標 準 回 帰 係 数 を Table　2 に 示 す，、有 効回 答数 は，　 ll6

で ある。そ の 内 訳 は，教員 と社会人 ドク タ
ー

の 学生 （39〜63

歳 ； い ず れ も男 性 ） が 延 べ 18名 で ，男 子 学 生 （19〜25歳）

が延 べ 90名，女 子 学 生 （23〜24 歳 ） が延べ 8名 で ある が，

年齢層／性 別 に よ る統 計 的に 有意な違い は 見 られ なか っ た。

T血ble　2　CorTelatio皿 coe 伍 cients 　ofpa 虻s　ofa 両echve 　words 　with

　 　 　 　 corr　ffort　 index　　and 　　the　　standardised 　　regressio 皿

　 　 　 　 coefficients ．

Pair　of 　a可e 【油ve 　words
CorelationStandardised

regression

ODe 俑de 冂tcoe 粫dent

  楽 しい 一
苦 しい 0．795 0．154

  す っ き り した
一 ポーッ と した 0．731 ・0．112

  愉 快な 一 不 諭快な 0，842 一〇，016
  落 ち着 い た

一
イライラした 0．823 0，111

  リラックスした
一

緊張 し た 0，834 0305

  頭 が冴 えた 一 もや もや した 0．723 0．141

  満 足 な
一

不満な 0．863 0439

  幸せ な 一 不 幸な 0．809 O．071
  冷 静 な

皿
興 奮 した 0．695 一〇．054

  生 き生 き した ｝ 意 気消沈 した 0．820 一〇．314
  さわや か な

一 憂うつ 0．861 0．400

  うれ し い 一 悲 しい 0．781 一〇．122

・3
　 −3　　　　　−2　　　　　−1　　　　　 0　　　　　 1　　　　　 2　　　　　3
　 　 　 　 　 　 　 　 Meas 町 ed 　Corrforf　hdex

Fig．4　1）isUibution　of 　measured 　oomfbrt 　i皿dex　obtaj 皿 ed

　 　 　 　 from血e
‘
mood 　cbeck 　list’a皿d　estimated 　comfort

　 　 　 　index　by　a　mUltiple −reg 爬 ssion 　model ．

　4．3　キー
ワ
ード抽 出 法 に よ る心理 状 態 の 解 析

　ア ン ケ
ー

ト調 査 票 に 記 され た 135 項 目 の キ
ー

ワ
ー

ドの 中

か ら，乗 り心地 の 評 価 に 影響 を与 える要 因 を選 択 す るた めに，

まず，被験者 に よ っ て チ ェ ソ ク され た 項 目の 多い も の （延 べ

100個 以上 〉を抽出 した。乗 船 中，5分 ご とに 実施 したア ン

ケート調査の 結果を詳 細に 調べ た と こ ろ，チ ェ ッ ク され る項

目の 数 に バ ラ ツ キ の あ る こ とが わ か っ た の で ，項 目ご と に乗

船 中に チ ェ ッ ク され た回数 を求 めて ，そ の 被験 者 の 当該 項 目

の 評 価値 と した 。そ して ，乗 り物 酔 い レ ベ ル と の 相 関 の 見

られ る 14 項 目を抽 出 した。選 択 され た 項 目とそ の 相 関係

数 を Table　3 に 示す。有効 回答 数 は 88 で，こ ち らも年 齢 層

／性 別 に よ る 統 計 的 に 有 意 な違 い は 見 られ な か っ た。

　 相 関係数の 値は ，い ずれ もあま り高くない が，船室環 境

を表 す と考 え られ る 「涼 しい 」 や 暖 か い 」，船 体 の 動 揺

や振 動 ・
視覚 刺激 を表 現す る 「揺 れ」や 「振 動

・「波 」，

被験 者 の 体調 を表す 「だ るい 」
・「しん どい 」

・「眠 い 」
・

　 「睡 眠不 足 」 と い っ た 外的 要 因 と 内的 要 因 を表 す項 目が 選

択 され て い る。ま た，被 験 者 に行 っ た 聞 き取 り調 査 で は，

喉 の 渇 き か ら 「お 茶 」 が選 択 され た り，乗船 中は 座位 の ま

まで 着席 を求 め られ る実験 の た め 「目j や 「足 」 の 疲 れ を

訴 え る被 験者 も多 い こ とがわ か っ た。
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Table　3Corrvlation　coe 伍 cients 　of 　keywords 　with

tho
‘
motion 　sickUess 　level，．

一
涼 しい

暖か い

だ るい

しん ど い

眠 い

お 茶

快適

乗 り心地

揺 れ

振 動

波

睡眠 不足

目

足

0．0970
．2120

．412
α2560

．0910

．237
−0．4930
，1330
．273

−0．1450
．2520
．1410
．234

α 159

　次 に，こ れ ら 14 項 目を 説 明 変数，乗 り物 酔 い レ ベ ル を 目

的変 数 と して 重 回 帰 分析 を試 み た。ア ン ケ
ー

トで 得 られ た 実

測値 と重 回 帰 モ デ ル で 得 られ た推 定値 を Fig．5 に プ ロ ッ ト

し た。
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　若 干 の バ ラ ツ キ が 見 られ る もの の ，比 較 的 高 い 相 関係 数 が

得 られ て お り，こ れ らの キ
ー

ワ
ー

ドで 表 され た 外 的要 因 ・内

的要 因 の 関 与 を定 量的 に 表 現 で き る もの と考え られ る。

5．結　　言

　本研 究 で は ，高 速旅 客船 の 乗 り心地評 価 手 法 を確 立 す るた

め に，大 阪 湾 を就 航 する水 中翼 付 高速 双胴 船 にお い て 乗 り心

地 に 関す る ア ン ケ
ー

ト調査 を 実施 し，被験 者 の 心 理 的反 応 の

計測 と解 析 を行 っ た。ムード・チ ェ ッ ク ・リス トに よ っ て 乗

り心 地 の 評 価 に お ける 心理 的 な構造 解 析 を試 み た。ま た，キ

一
ワ
ー

ド抽 出 法 に よ っ て 乗 り心 地 や 乗 り物 酔 い の 発 症 に 関

与 す る要 因 を抽 出 し，そ の 関与 を調 べ た。本 論文 で 提案 した

手 法 に よ っ て，直接 的 に は 乗 り心地 の 評 価 に 関 与 し な い と思

わ れ る よ うな要 因 の 抽 出 が 可 能 に な る こ と を 示 した 。本 手 法

は，船 内環境 の 改善や 最適航路の 選 択 な ど，船舶の 設 計 や 運

航 にお ける 指 針 作 りに 役 立つ もの と考 え られ る。

　現段 階で は，同．一
航路を就航す る 同一

高速船 に お け る ア ン

ケ
ー

ト調査 の 結果 に 過 ぎず，得 られ て い る 心 理 的反応 の デー

タ数 もま だ十 分で は ない こ とか ら，抽 出 され た 項 目が 必 ず し

も普遍 的 な もの で あ る と断定す る こ とは で きな い 。しか し，

キ
ー

ワ
ー

ドや 項 囲 を 整理 して ア ン ケ
ー

ト調 査票 を 改 善し，他

の 航 路 を就 航す る複数 の 高 速旅 客 船 に お け る
一

般 乗 客 の デ

ータを蓄積 す る こ とに よ っ て ，乗 り心地 に係 わ る 要 因 を明 ら

か にす る こ とが 可 能 で あ る と考 え られ る。

　乗 り心 地 の 計測で は，で きる だ け被験者に 生理 的・心 理 的

な外乱 を与 え な い こ と が 望 まれ る の で，心 電 図や 表情 に よ る

客観 的生理 指 標 を見 出 し，高 速旅 客船 の 乗 り心地評 価 手 法 を

確立 した い と考え て い る。
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